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医
療
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で
お
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の
方
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・
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早めの気づきが予防のカギ
ＭＣＩ（軽度認知機能障害）とは

　

昨
年
白
糠
支
部
で
山
崎
雅
勇
医
師（
釧
路
協
立
病
院
副
院
長
・

総
合
診
療
医
・
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）
が
講
師
と
な
り
、
軽
度

認
知
機
能
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
に
つ
い
て
の
医
療
懇
談
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
向
き
あ
う
可
能
性

医
師
・
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

友
の
会
へ
の
参
加
も
有
益

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
運
命
の
分
か
れ
道

具
体
的
な
症
状

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
機
能
障

害
）
は
、
健
常
と
認
知
症
の
中

間
に
位
置
す
る
状
態
で
す
。
本

人
や
家
族
が
「
も
の
忘
れ
が
増

え
た
」
と
感
じ
て
い
て
も
、
日

常
生
活
は
自
立
し
て
送
れ
て
い

る
点
が
認
知
症
と
の
大
き
な
違

い
で
す
。

　

現
在
、日
本
に
は
約
４
０
０
万

人
の
Ｍ
Ｃ
Ｉ
高
齢
者
が
い
る
と

推
計
さ
れ
、
２
０
４
０
年
に
は

６
０
０
万
人
を
超
え
る
見
込
み

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
、
医
師
の
診
断
に

よ
り
薬
物
療
法
や
運
動
・
食
事

指
導
を
受
け
た
り
、
介
護
支
援

に
つ
な
が
っ
た
り
と
、
認
知
機

能
の
度
合
い
や
個
人
の
ケ
ー
ス

に
応
じ
て
、
適
切
な
対
策
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
も
し
か
し
て
」と
思
っ
た
ら
、

か
か
り
つ
け
医
や
認
知
症
サ
ポ

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
生
活
を
見

直
す
こ
と
は
、
認
知
症
予
防
に

最
も
効
果
的
で
す
。

　

ま
ず
、
生
活
習
慣
病
が
認
知

症
の
発
症
と
関
係
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症

の
人
は
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

　

減
塩
を
心
が
け
、
太
り
す
ぎ

ず
痩
せ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
タ
バ
コ
は
や
め
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
適
量
を
守
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

や
は
り
運
動
は
効
果
的
で

す
。
特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な

が
ら
引
き
算
を
す
る
、
足
踏
み

し
な
が
ら
し
り
と
り
を
す
る
な

ど
、
運
動
と
認
知
課
題
を
同
時

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
経
過
は
一
様
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
間
で
約
５

〜
15
％
が
認
知
症
へ
進
行
す
る

一
方
、
約
16
〜
41
％
は
健
常
な

状
態
に
戻
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

つ
ま
り
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
「
運
命
の

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
生
活
に
大
き
な
支

障
が
な
い
た
め
、
本
人
も
周
囲

も
「
年
の
せ
い
」
と
見
過
ご
し

が
ち
で
す
。

　

無
表
情
・
無
感
動
が
増
え
る
、

同
じ
話
を
繰
り
返
す
、
財
布
に

小
銭
が
溜
ま
る
、
趣
味
へ
の
意

欲
が
低
下
す
る
、
料
理
の
味

付
け
や
運
転
が
変
わ
る
な
ど
、

様
々
な
症
状
が
あ
り
ま
す
が
、

記
憶
力
、
計
画
性
、
社
会
生
活

へ
の
関
心
な
ど
に
変
化
が
見
ら

で
す
。
決
し
て
特
別
な
人
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
誰
も
が
向

き
合
う
可
能
性
の
あ
る
課
題
で

す
。

　

厚
生
労
働
省
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
診

断
基
準
と
し
て
、
①
年
齢
で
は

説
明
で
き
な
い
記
憶
障
害
、
②

本
人
ま
た
は
家
族
の
物
忘
れ
の

訴
え
、
③
全
般
的
な
認
知
機
能

は
正
常
、④
日
常
生
活
は
自
立
、

⑤
認
知
症
で
は
な
い
、
の
５
項

目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

ー
ト
医
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
協
立
病
院
の
内
科
・
総
合

診
療
科
や
桜
ヶ
岡
医
院
、
ね
む

ろ
医
院
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
効
果
の
高
い
新
薬
も
登
場

し
て
い
ま
す
。
悩
ま
ず
に
早
め

の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

に
行
う
と
良
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

知
的
活
動
も
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。
日
記
、
読
書
、
囲
碁
・

将
棋
、
園
芸
、
手
芸
、
音
楽
な

ど
、
脳
を
使
う
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
園
芸
や
野

菜
作
り
は
、
春
か
ら
活
動
量
が

増
え
る
と
と
も
に
、
認
知
機
能

が
向
上
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
会
や
友
の
会
な
ど
の
地

域
の
つ
な
が
り
に
参
加
す
る
こ

と
も
脳
の
刺
激
に
な
り
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
「
ふ
ま
ね
っ

と
」の
よ
う
な
地
域
の
活
動
は
、

体
を
動
か
す
運
動
効
果
と
、
仲

間
と
交
流
す
る
社
会
参
加
の
機

会
を
同
時
に
得
ら
れ
る
有
益
な

取
り
組
み
で
す
。

分
か
れ
道
」
で
こ
の
段
階
で
の

気
づ
き
と
対
策
が
、
そ
の
後
の

人
生
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　

年
齢
と
と
も
に
物
忘
れ
が
増

え
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
が
、

Ｍ
Ｃ
Ｉ
で
は
そ
の
低
下
が
「
正

常
の
範
囲
」
を
超
え
て
急
激
に

れ
た
場
合
は
早
め
の
相
談
が
大

切
で
す
。

●
昨
日
の
夕
食
を
思
い
出
す

５
品
の
う
ち
３
品
以
上
で
正

常
、
１
品
な
ら
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
可
能

性
、
０
な
ら
認
知
症
の
疑
い
。

進
み
ま
す
。
認
知
機
能
が
病
的

に
低
下
し
始
め
る
と
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の

段
階
に
入
り
、
対
策
が
遅
れ
る

と
認
知
症
へ
と
進
行
し
ま
す
。

逆
に
、
こ
の
段
階
で
生
活
習
慣

や
活
動
量
を
見
直
す
こ
と
で
、

認
知
機
能
が
回
復
し
た
り
、
低

下
を
抑
え
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

●�

１
分
間
で
動
物
の
名
前
を
挙

げ
る

13
個
以
上
で
正
常
、
11
〜
12
個

で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
可
能
性
、
10
個
以

下
で
認
知
症
の
疑
い
。

●
会
話
で
の
取
り
繕
い

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
は
新
し
い
情
報
の

記
憶
が
苦
手
に
な
り
、
無
意
識

に
取
り
繕
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
を
聞
か
れ
て
生
年
月
日
で

答
え
る
、
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
か
れ

て
「
テ
レ
ビ
は
見
な
い
」
と
は

ぐ
ら
か
す
な
ど
は
要
注
意
で
す
。

自
宅
で
で
き
る

簡
単
チ
ェ
ッ
ク

軽度認知障害の症状例
１　無表情・無感動の傾向がみられる
２　ぼんやりしていることが多い
３　生きがいがない
４　根気が続かない
５　発想が乏しく、画一的になる
６�　「今日はあれをして、これをして」という
一日の計画が立てられない

７　仕事をてきぱきと片づけられない
８　反応が遅く、動作がもたもたしている
９	 同じことを繰り返し話したり、尋ねたりする
10　相手の意見を聞かない
11　人と会う約束を忘れる
12　同じものを何度も買う
13　財布に小銭が貯まる
14�　会話をしている中で、同じ話をすることが
多くなった

15�　先ほど食べたものや知人の名前、銀行口座
の暗証番号などを忘れる

16�　お金の計算やスケジュール管理ができなく
なった

17�　料理の味付け、仕事や車の運転などの様子
が変わった

18�　好きだった趣味活動をしなくなった
19　ドラマや読書を楽しめなくなった
20　疲れやすく元気が出ない

白糠支部での医療懇談会の様子。
山崎医師（左端）の講演後、活発な質疑応答がおこなわれました。
講演中に示された出典：�金子満雄著「軽度認知症の症状」、LIFULL介護、　　　　　　

クローズアップ現代取材ノート、厚生労働省HP

正常な加齢
による低下

回復

維持

低下

対策開始

年齢

病的な
低下

　（MCI）

良

認
知
機
能

悪

MCIは健常な状態と認知症の中間の状態

認知機能の
障害：なし

日常生活の
障害：なし

認知機能の
障害：あり

日常生活の
障害：なし

認知機能の
障害：あり

日常生活の
障害：あり

健常な
状態 MC I 認知症
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釧路協立病院の今後の医療展開と
診療体制・診療機能について

釧
路
協
立
病
院

西
山
　
大
輔 

事
務
長

　

釧
路
協
立
病
院
は
、２
０
１
６

年
か
ら
急
性
期
も
含
め
た
自
己

完
結
型
の
医
療
か
ら
、
家
庭
医

療
・
総
合
診
療
を
軸
に
し
た
地

域
連
携
型
の
医
療
へ
と
転
換
を

進
め
、
２
０
２
０
年
に
協
立
す

こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
外
来
機

能
の
転
換
（
内
科
外
来
と
整
形

外
来
の
入
れ
替
え
）
を
行
な

い
、
現
在
で
は
、
全
床（
１
０
８

床
）
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
、
機

能
強
化
型
在
宅
療
養
支
援
病
院

（
※
）、
４
名
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
連
合
学
会
認
定
・
家
庭
医
療

専
門
医
を
中
心
と
し
て
、入
院
・

外
来
・
在
宅
分
野
で
幅
広
い
疾

患
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
時

代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
協
立
病

院
は
、
釧
路
地
域
の
中
で
、
地

域
の
医
療
機
関
と
の
密
な
連

携
、
法
人
内
外
の
介
護
事
業
と

の
幅
広
い
連
携
に
よ
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
の
一
翼
を
担
う
病
院

と
し
て
信
頼
を
築
い
て
き
ま
し

た
。

（
※
）24
時
間
往
診
、
緊
急
時
の

即
時
入
院
機
能
を
確
保
し
、
看

取
り
や
重
症
患
者
の
受
入
等
、

地
域
で
手
厚
い
医
療
・
介
護
を

完
結
さ
せ
る
質
の
高
い
在
宅
医

療
の
拠
点
病
院

　

こ
こ
か
ら
は
、
２
０
２
６
年

度
に
向
け
て
診
療
体
制
の
変
更

田
辺
利
男
医
師
勤
務
終
了

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
他
院
で

大
腸
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
の
中
止

「
も
の
忘
れ
外
来
」
は

協
立
病
院
の
総
合
診
療
科
へ

　

一
つ
目
は
、
当
院
で
長
ら
く

消
化
器
、
主
に
肝
臓
の
専
門
診

療
に
あ
た
っ
て
い
た
田
辺
利
男

医
師
の
診
療
を
終
了
い
た
し
ま

す
。
内
科
・
総
合
診
療
科
（
院

内
標
榜
）
の
医
師
が
診
療
を
引

　

三
つ
目
は
、
当
院
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
検
査
）
は

自
院
で
の
検
査
を
終
了
し
、

２
０
２
６
年
４
月
以
降
は
地
域

医
療
機
関
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
機
器
を
共

同
利
用
し
必
要
な
検
査
を
継
続

い
た
し
ま
す
。
当
院
Ｍ
Ｒ
Ｉ
機

器
の
保
守
契
約
期
間
の
終
了
を

見
据
え
、
機
器
の
更
新
も
含
め

て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

外
科
の
閉
診
な
ど
当
院
の
機
能

　

最
後
に
、
大
腸
ポ
リ
ペ
ク
ト

ミ
ー
（
内
視
鏡
で
の
大
腸
ポ
リ

ー
プ
切
除
術
）
の
中
止
で
す
。

当
院
外
科
の
閉
診
や
、
医
師
・

看
護
師
体
制
の
変
化
に
伴
い
、

２
０
２
６
年
３
月
を
も
っ
て
当

院
で
の
大
腸
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー

の
実
施
を
取
り
や
め
ま
す
。
今

ま
で
も
当
院
で
対
応
が
困
難
な

症
例
に
つ
い
て
は
他
院
消
化
器

内
科
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
大
腸
ポ
リ
ペ
ク
ト

ミ
ー
適
応
の
患
者
に
つ
い
て

は
、
他
院
消
化
器
内
科
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
友
の
会
大
腸

が
ん
検
診
、
大
腸
カ
メ
ラ
の
検

　

二
つ
目
は
、
す
こ
や
か
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
専
門
外
来
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
し
た
「
も
の
忘
れ

外
来
」は
、
協
立
病
院
の
内
科
・

総
合
診
療
科
（
院
内
標
榜
）
で

の
診
療
に
移
行
し
ま
す
。
患
者

さ
ん
、
ご
家
族
、
地
域
医
療
機

き
継
ぎ
ま
す
が
、
専
門
的
加
療

が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
患

者
さ
ん
の
意
向
も
お
聴
き
し
、

専
門
医
療
機
関
に
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

転
換
に
伴
う
経
年
的
な
検
査
数

の
減
少
等
が
機
器
の
更
新
を
取

り
や
め
た
主
な
理
由
で
す
。
今

後
の
検
査
の
流
れ
は
、
当
院
で

予
約
を
取
る
と
こ
ろ
ま
で
は
変

わ
ら
ず
、
予
約
日
に
当
院
で
は

な
く
、
他
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
室

で
検
査
の
み
受
け
て
い
た
だ
き
、

結
果
を
聞
く
診
察
や
お
会
計
の

精
算
は
後
日
協
立
病
院
で
行
い

ま
す
。

査
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
に
と
も
な
い
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、
地
域
の

友
の
会
の
み
な
さ
ん
に
ご
不
便

や
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

を
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
私

た
ち
は
現
在
、
改
め
て
地
域
の

中
で
の
当
院
の
存
在
意
義
や
、

不
安
定
な
医
療
情
勢
の
中
で
持

続
可
能
な
医
療
提
供
に
つ
い
て

考
え
、
数
年
後
に
控
え
る
協
立

病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
成
功
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
友
の
会
の
み
な
さ
ん
に

は
引
き
続
き
ご
助
言
や
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
、
介
護
事
業
所
等
か
ら
の
認

知
症
に
関
わ
る
ご
相
談
や
、
早

期
認
知
症
の
初
期
診
療
お
よ
び

継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い

て
、
総
合
診
療
医
を
含
め
た
内

科
・
総
合
診
療
科
ス
タ
ッ
フ
が

行
い
ま
す
。

医療・介護・くらしの相談会
●事前予約不要●

～くらしに関する困りごとお聞かせください～
日時/３月25日㈬13：30～15：00
場所/協立病院1階 相談室

※協立病院の受付窓口にお声がけください。
主催/釧路生活と健康を守る会・釧路協立病院
問い合わせ先/釧路協立病院 ・ 望月

TEL0154-24-6811（代表）

乳がん検診実施中
（ 予 約 制 ）

診察・検査を女性スタッフのみで実施
しています。

ご予約は協立病院代表
0154-24-6811まで

奨学金制度のご案内奨学金制度のご案内

くわしくは釧路協立病院までお問い合わせください
問合わせ先　0154-24-6811

薬剤師の先輩がメールや電話で学生生活を
サポート。帰省時には薬局内でアルバイト
をしながら医療現場を体験できます。

貸与月額	 1・2年生　40,000円
	 3・4年生　50,000円
	 5・6年生　60,000円
※返済免除の制度があります。

薬剤学生

貸与月額	 奨学金の月額は選択制です

①40,000円　②60,000円
※返済免除の制度があります。

看護学生

の
お
知
ら
せ
と
と
も
に
、
道
東

地
域
を
取
り
巻
く
医
療
情
勢
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
地
域
医
療

機
関
同
士
で
支
え
合
い
、
役
割

を
分
担
し
合
う
中
で
の
変
化
と

な
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

春の治水公園と釧路協立病院

田辺利男医師
勤務終了のお知らせ

　田辺利男医師
は昭和50年に札
幌医科大学を卒
業後、同年４月
に北海道勤医協
へ入職。東京都
立臨床医科大学
総合研究所や、

都立駒込病院での勤務を経て昭和60
年に道東勤医協へ入職しました。
　以降、日本内科学会総合内科専門
医・日本肝臓学会専門医・日本消化
器病学会専門医として、釧路協立病
院副院長、ケアコートひまわり施設
長、桜ヶ岡医院院長、ねむろ医院院
長などを歴任されました。
　長年のご活躍に心より敬意を表
し、感謝を申し上げます。
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ケアマネジャーが暮らしの困りごとなどを聞きました
（文中の人物とは異なります）

第84回
お好み焼き風 親子巻き

管理栄養士の  今月の一品健康
レシピ
健康
レシピ

（1人分）	 エネルギー 207kcal   たんぱく質 13.8g   
	 脂質 10.7g   塩分 1.6g   食物繊維 1.0g

①長芋はすりおろし、ネギは小口切り、サラダチキンは千切りにする。
②玉子焼き機に油をひき、★を混ぜ合わせて薄く広げ、ネギとサラダチ
キンを並べて奥から手前に巻いていく。一度に並べ切れないときは数
回に分けて巻いていく。
③玉子焼きと同様に、★が無くなるまで巻き続ける。
④盛り付け後にソース、マヨネーズ、削り節をかけて完成です。

作り方(調理時間 20分)

材料 ２人前
★長芋� 100ｇ
★卵� ２個
★和風顆粒だし� 小さじ１
★みりん� 小さじ２
油� 小さじ１
ネギ� 15ｇ
サラダチキン� 50ｇ
お好みソース� 大さじ１
マヨネーズ� 大さじ１
削り節� 適量

塩分は、玉子焼きやハンバーグ、唐揚げなどで食品に混ぜ合わせて調
理すると無意識に多くなりがちです。そこで、タネに混ぜ合わせる塩
や醤油、顆粒だしは最低限に留め、染み込みにくいあんかけや、マヨ
ネーズ、ケチャップなどで表面に調味すると風味はしっかりしながら
も塩分量は低く抑えられます。ぜひお試しください。

道東勤医協友の会九条ネット
第34回交流会
参加無料・予約不要

「�日本国憲法に基づく社会と
平和的生存権
� ～いのち・くらし・尊厳を考える」
講師　室蘭工業大学大学院

　　　教授　清
きよ

末
すえ

愛
あい

砂
さ

さん

日時　３月６日（金）15:00～16:30

場所　道東勤医協会館２階
問い合わせ先　道東勤医協友の会連合会
　　　　　　　TEL0154-24-6623
ZoomID：988 4862 2433　パスコード：367210

憲法学者。2011年より室蘭工業大学大
学院准教授、2021年より現職。アフガ
ニスタンやパレスチナのガザ地区へ頻回
に足を運ぶなど、日本国憲法の平和的生
存権を希求して、国内外で活動してい
ます。矢臼別の平和運動にも参加し、
2023年には同演習場内に清末愛砂記念
会館（宿泊所）の建設に関わりました。

続
く
諸
物
価
の
高
騰
で

厳
し
さ
増
す
寒
さ
と
暮
ら
し

　

北
海
道
民
医
連
で
は
毎
年
、
厳
冬
期
に
道
内
の
各
地
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
生
活
実
態
を
調
べ
て
い
ま
す
。
道
東
勤
医
協
で
も
、

介
護
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
調
査
で
も
、
光
熱
費
や

諸
物
価
の
高
騰
が
続
く
中
、
切
り
詰
め
た
生
活
を
送
る
高
齢
者

の
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。

電
気
や
水
道
止
ま
り

風
呂
や
洗
濯
に
も
困
る
日
々

凍
結
防
止
に
欠
か
せ
ぬ
暖
房

１
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
配
布
も

福
祉
灯
油
に
は
否
定
的

　

釧
路
市
内
で
ひ
と
り
暮
ら
し

を
す
る
60
代
の
Ａ
さ
ん
は
、
定

年
退
職
す
る
ま
で
自
動
車
整
備

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
転
倒
事
故
を
き
っ
か
け

に
高
次
脳
機
能
障
害
に
な
り
、

現
在
は
生
活
保
護
と
わ
ず
か
な

年
金
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
さ
ん
（
80
代
）
の
生
活
資

金
は
、
公
的
機
関
か
ら
の
貸
付

金
な
ど
月
に
10
万
円
ほ
ど
。
室

内
で
は
、
厚
着
を
し
て
ポ
ー
タ

ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
の
前
で
す
ご
す

な
ど
、
暖
房
費
を
節
約
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ト
イ
レ
や
浴

室
な
ど
水
回
り
が
凍
結
す
る
と

修
理
に
お
金
が
か
か
る
た
め
、

　

市
内
の
配
達
灯
油
価
格
は
１

ℓ
１
３
１
円
か
ら
１
３
６
円
台

と
史
上
最
高
値
で
推
移
し
、
厳

冬
期
の
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

釧
路
社
会
保
障
推
進
協
議
会

と
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
釧

路
市
民
会
議
（
通
称
・
い
の
く

ら
）
は
昨
年
12
月
に
、
釧
路
市

へ
、
非
課
税
世
帯
や
生
活
保
護

受
給
世
帯
な
ど
の
低
所
得
世
帯

を
対
象
に
、
灯
油
代
を
補
助
す

る
「
ぬ
く
も
り
助
成
金
」
を
再

開
・
拡
充
し
、
昨
年
度
に
実
施

　

ま
た
、
障
害
の
影
響
も
あ
り

金
銭
の
管
理
が
苦
手
な
た
め
、

公
共
料
金
の
支
払
い
が
滞
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
訪
問
し
た
日

は
電
気
が
止
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
電
気
や
水
道
の
供
給
が
止

ま
る
と
、
洗
濯
や
入
浴
が
で
き

な
い
な
ど
不
便
な
日
々
が
続
き

あ
る
程
度
の
暖
房
は
つ
け
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で

買
い
物
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
「
１
万
円
持
っ
て
行
っ
て

も
す
ぐ
に
な
く
な
る
。
食
料
品

が
本
当
に
高
く
な
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

さ
れ
た
「
灯
油
価
格
高
騰
支
援

給
付
金
」
以
上
の
施
策
を
求
め

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
１
月
に
行
わ

れ
た
市
の
担
当
者
と
の
懇
談
で

は
、「
暮
ら
し
へ
の
影
響
は
認

識
し
て
い
る
が
、
ぬ
く
も
り
助

成
金
再
開
の
予
定
は
な
い
。
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
は
、
市
民

ひ
と
り
あ
た
り
に
１
万
円
の
電

子
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
ほ
か
、

水
道
基
本
料
の
免
除
な
ど
を
実

施
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

釧路市 ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
る
の

は
、
寒
さ
が
厳
し
い
朝
晩
や
来

客
が
あ
る
と
き
だ
け
。「
起
き

て
い
る
だ
け
で
お
金
が
か
か
る

し
、特
に
す
る
こ
と
も
な
い
」と
、

夕
方
４
時
に
は
布
団
に
入
る
毎

日
で
す
。
さ
さ
や
か
な
楽
し
み

は
、
年
金
支
給
日
に
近
所
の
コ

ン
ビ
ニ
で
弁
当
や
お
酒
を
買
う

こ
と
。「
ぜ
い
た
く
は
し
て
い

な
い
。
生
活
に
必
要
な
水
道
光

熱
費
に
一
番
お
金
が
か
か
る
状

況
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。
年

金
が
出
た
ら
、
ま
ず
電
気
代
を

払
っ
て
お
風
呂
に
入
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

冬
季
高
齢
者

生
活
実
態
調
査
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お
た
の
し
み
パ
ズ
ル

お
た
の
し
み
パ
ズ
ル

締
切
り　

４
月
10
日
。
発
表
は

２
０
２
６
年
５
月
号
の
本
欄
で
。

あ
て
先　

〒
０
８
５–

０
０
５
５

 

釧
路
市
治
水
町
３
番
５
号　

    

道
東
勤
医
協
本
部
パ
ズ
ル
係

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
５
４–

22–

０
２
７
５

E
-m

ail:tom
onokai-new

s
@

dotokin-m
edw

el.or.jp

※
絵
手
紙
や

本
紙
へ
の
意

見
・
要
望
、地

域
の
話
題
な

ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
【
１
月
号
の
正
解
発
表
】

正
解　
「
Ｃ
」

当
選
者（
敬
称
略
）北
澤
純
史
、近
野

き
わ
子
、腰
美
奈
子
、峯
田
美
惠
子
、

中
川
薫
、金
行
幸
子
、谷
口
正
四
、丸

山
弓
枝
、荒
井
文
恵
、宮
野
と
し
子

�

応
募
102
通　

正
解
90
通

ヒ
ン
ト
：
足
元
か
ら
軽
や
か
に

① 

○
◎
ラ
○
ド

首
都
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ

② 

◎
○
シ
○
○

元
素
記
号
は
「
Ｃ
ａ
」

③ 

○
◎
カ
○
ー
○
◎

階
段
状
の
自
動
昇
降
装
置

④ 

○
◎
カ
○

　
　

○
○
ン
○
○
ウ

代
表
作
は
『
二
十
億
光
年

の
孤
独
』

応
募
の
き
ま
り　

二
重
丸
の
文
字

を
並
べ
か
え
る
と
、あ
る
言
葉
に
な

り
ま
す
。解
答
は
、ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
。

賞
品　

抽
選
で
正
解
者
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
。

※
掲
載
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

　

贈
呈
。

❖３月 友の会支部の行事予定

友の会連合会 友の会9条ネット第34回交流会
「日本国憲法に基づく社会と平和的生存権」   6㈮ 15:00 道東勤医協会館2階

❖３月 定例の健康づくり、文化活動の予定
鉄 北 支 部 ふまねっと＆ボッチャ 19㈭ 13：30 第3木曜 共栄ふれあいセンター

愛 国 支 部 ふまねっと＆ボッチャ   2㈪・15㈰ 13：30 第1月曜・第3日曜 愛 国 会 館

たんぽぽ支部
モ ル ッ ク 13㈮ 14：00 第2金曜

若 草 会 館
ふ ま ね っ と 27㈮ 14：00 第4金曜

ひまわり支部 陶 芸 教 室

  4㈬・18㈬ 18：00 第1・3水曜

生 駒 宅  5㈭・19㈭ 13：30 第1・3木曜

  6㈮・20㈮ 13：30 第1・3金曜

鳥 取 支 部

た ん ぽ ぽ 会   5㈭・19㈭ 13：00 第1・3木曜

鶴 風 荘
（ 祝 日 は 休 止 ）

ボ ッ チ ャ 鳥 取 11㈬・25㈬ 13：00 第2・4水曜

百 人 一 首 の 会 12㈭・26㈭ 12：45 第2・4木曜

ふ ま ね っ と 16㈪・24㈫ 10：00 第3月曜・第4火曜

健康サロン童顔（えがお）   9㈪・23㈪ 10：00 第2・4月曜

大楽毛支部
ふ ま ね っ と   2㈪・16㈪ 13：00 第1・3月曜

大 楽 毛 生 活 館
太 極 拳   9㈪・23㈪ 10：00 第2・4月曜

芦 野 支 部 け ん こう 体 操 18㈬ 10：00 第3水曜 芦 野 会 館

ぬさまい支部 ふまねっと＋ボッチャ 16㈪ 13：00 第3月曜 緑 風 荘

桜ヶ岡支部 ふ ま ね っ と 24㈫・31㈫ 10：00 第4・5火曜 桜ケ岡中央会館

春 採 支 部
ふ ま ね っ と 27㈮ 13：30 第4金曜

望 洋 湖 上 会 館
ボ ッ チ ャ 13㈮ 13：30 第2金曜

興 津 支 部
ふ ま ね っ と 10㈫ 10：00 第2火曜

晴 海 町 内 会 館
ボッチャ・お茶会 24㈫ 10：00 第4火曜

緑ヶ岡支部 ふ ま ね っ と 23㈪ 14：00 第4月曜 サンライフ釧路

白 樺 支 部 ふ ま ね っ と 14㈯ 10：00 第2土曜 桜 ケ 岡 会 館

阿 寒 支 部 ふ ま ね っ と 13㈮・27㈮ 13：30 第2・4金曜 阿 寒 町 公 民 館

釧路町支部 ふまねっと例会

  9㈪ 10：30 第2月曜 別保日の出会館

19㈭ 13：30 第3木曜 河 畔 地 区 会 館

25㈬ 13：30 第4水曜 北見団地地区会館

標 茶 支 部 ふ ま ね っ と 17㈫ 10：00 第3火曜 開 発 セ ン タ ー

根 室 支 部 ふま ねっと
ストレ ッ チ

Ａ   7㈯・21㈯ 9：30 第1・3土曜
ね む ろ 医 院

Ｂ   7㈯・21㈯ 10：30 第1・3土曜

白樺・桜ケ岡支部 ボ ッ チ ャ 15㈰ 10：00 第3日曜 桜ケ岡中央会館

●詳しくは、道東勤医協法人事務局（0154-25-6479）までお問い合わせください。

�

厚
岸
町　

櫻
井
真
紀
子
さ
ん

　

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
、

白
米
に
も
ち
麦
を
入
れ
た
り
、

野
菜
が
多
め
の
食
事
に
し
た
り

と
工
夫
し
て
い
ま
す
。

�

釧
路
市　

杉
浦
弘
子
さ
ん

　

糖
尿
病
の
話
、
大
変
良
か
っ

た
で
す
。
私
も
糖
尿
病
な
の
で
、

注
意
し
て
食
生
活
を
送
り
ま
す
。

�

釧
路
市　

坂
本
怜
さ
ん

　

健
康
レ
シ
ピ
の
チ
ョ
コ
ケ
ー

キ
は
、
男
性
の
私
で
も
簡
単
に

美
味
し
く
で
き
、
納
得
の
仕
上

が
り
で
し
た
。

�

豊
頃
町　

羽
賀
智
子
さ
ん

　
「
語
り
継
ぐ
戦
争
の
記
憶
」

当
事
者
の
話
は
今
で
な
け
れ
ば

聞
け
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
続
け
て

く
だ
さ
い
。

　

１
月
10
日
、
富
士
見
会
館
で

開
か
れ
た
新
年
会
に
18
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
雄
一
郎
支
部
長
は

「
ぬ
さ
ま
い
支
部
は
今
年
結
成

20
周
年
。
明
日
は
成
人
式
で
す

が
支
部
も
は
た
ち
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
楽
し
く
交
流
し
て
、
健

康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

持
ち
寄
ら
れ
た
自
慢
の
飯
寿

司
や
赤
飯
、
漬
け
物
な
ど
を
肴

に
お
酒
も
進
み
、
参
加
者
が
ひ

と
り
ず
つ
近
況
や
今
年
の
抱
負

を
語
っ
て
交
流
。「
酒
よ
」
の

替
え
歌
な
ど
を
皆
で
歌
い
。
最

後
は
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り
上
が

っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

支
部
が
二
十
歳
に

ぬ
さ
ま
い
支
部

　

鳥
獣
に
よ
る
食
害
や
、
天
候

不
順
の
影
響
な
ど
で
、
青
森
県

内
の
リ
ン
ゴ
農
家
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
同
県
の

青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で
は
、
流

通
規
格
外
の
リ
ン
ゴ
を
職
員
な

ど
に
販
売
す
る
こ
と
で
地
元
の

農
家
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

道
東
勤
医
協
青
年
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
も
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同

し
、
１
月
28
日
に
釧
路
協
立
病

院
玄
関
前
で
訳
あ
り
リ
ン
ゴ
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。「
ど
こ

が
訳
あ
り
？
家
で
食
べ
る
に
は

十
分
」
な
ど
大
好
評
で
、
予
約

分
を
含
め
用
意
し
た
40
個
は
10

分
ほ
ど
で
完
売
。
企
画
し
た
同

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
鍋
田
聖
華
さ

ん
は
「
私
た
ち
の
活
動
で
、
少

し
で
も
青
森
の
み
な
さ
ん
を
勇

気
づ
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

青
森
の
リ
ン
ゴ
農
家
を
応
援

青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

参
加
者
の
笑
顔
に
元
気
も
ら
う

根
室
支
部

　

支
部
の
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
は

事
務
局
長
を
務
め
て
い
た
神
田

雄
一
さ
ん
の
急
逝
後
、
一
時
開

催
を
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
運
営
や
管
理
の
体
制
を

見
直
し
て
再
開
。
現
在
は
、
ね

む
ろ
医
院
が
開
院
し
て
い
る
毎

月
第
１
・
３
土
曜
日
の
午
前
と

午
後
に
同
院
の
待
合
室
で
行
っ

て
い
ま
す
。
参
加
す
る
の
は
毎

回
10
人
ほ
ど
。
準
備
運
動
を
兼

ね
た
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ

し
て
か
ら
、「
ふ
ま
ね
っ
と
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ね
む
ろ
医
院
の
職
員
で
支
部

の
事
務
局
次
長
も
務
め
る
中
畑

学
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
の
笑
顔

や
楽
し
そ
う
な
声
に
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
支

部
と
職
員
が
力
を
あ
わ
せ
て
活

動
を
し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

釧
路
市　

西
田
俊
子
さ
ん

平取町　服部肇さん

釧路市　高橋末子さん

釧路市　出口笑子さん


